作業工程計画書
	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認・整理

使用機器・部品の確認
	

	1． フローチャート作成

2． プログラミング

3． 動作確認

	I/Oの設定

ポート１

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート２

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート３

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート４

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート５

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート６

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート７

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート８

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポート９

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポートA

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

ポートB

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）

シリアル通信のパラメータを以下のように設定する。

マイコン側

ポート

SCI1
BRR1
80
データ長

8ビット

パリティ

なし

ストップビット

1ビット
フロー制御
なし
PC側

ポート

COM1

ボーレート

9600

データ長

8ビット

パリティ

なし

ストップビット

1ビット

フロー制御

なし


	


作業工程計画書（模範解答）

	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認・整理

使用機器・部品の確認
	

	1． フローチャート作成

2． プログラミング

3． 動作確認

	別紙参照

I/Oの設定

ポート１

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポート２

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポート３

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポート４

入力・出力・その他（　　　　　　　　）
ポート５

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポート６

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポート７

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポート８

入力・出力・その他（　　　　　　　　　）
ポート９

入力・出力・その他（未使用　　　　）

ポートA

入力・出力・その他（TIOCA0使用　）

ポートB

入力・出力・その他（TIOCA3使用　）

スタートSW、一時停止SW、再設定SW、時間設定SWの入力を確認する。LED、BZの動作を確認する。
ITU（タイマ）の設定

1秒カウント用ITU（ITU0）
GRA0コンペアマッチでTCNTクリア

TIOCA0出力禁止設定

カウント値の設定（10ms程度が適当）

GRA0コンペアマッチで割込み発生許可設定

BZ用ITU（ITU3）
GRA3コンペアマッチでTCNTクリア

TIOCA3トグル出力設定
カウント値の設定（可聴領域になるように設定）

１秒ごとに割込みを発生させる
ｉｍｉａ０（GRA0コンペアマッチ割込関数）内で割込み発生回数をカウントダウンし、１秒になった時に目的の処理をさせる（LEDを点滅させ、オシロスコープで計測すると確認し易い）。

設定時間からカウントダウン

imia0割込み関数内で１秒ごとに設定時間を減算するプログラムを追加する（設定時間はグローバル変数で宣言すると、設定時間の再設定を行う際に容易になる）。

設定時間経過後LED点滅、BZ動作
BZ用ITU3をスタートさせBZを鳴らす。1秒カウント用ITU0を利用してLEDを点滅させる（1秒ごとの点滅が遅いということであれば、割込み発生回数のカウント値を小さくして、点滅切り替え間隔を短くしてもよい）。

SCI（シリアル通信）の設定

パラメータを以下のように設定する。

マイコン側

ポート

SCI1

BRR1

80

データ長

8ビット

パリティ

なし

ストップビット

1ビット

フロー制御

なし

PC側

ポート

COM1

ボーレート

9600

データ長

8ビット

パリティ

なし

ストップビット

1ビット

フロー制御

なし

ハードウェアマニュアルにボーレートを設定するための計算式と計算結果が提示されているが、ボーレート（通信速度）が速い場合、計算結果の値で設定しても字崩れが起こることがあるので、オシロスコープを使い、ボーレートを合わせなければならない場合がある。（値を提示するといいと思います）

１秒ごとにPCにデータを送信する

imia0割込み関数内で１秒ごとにデータを送信するプログラムを追加する（データの送信方法として、SCIの割込みを使い、データ送受信の待ち時間をなくす方法とフラグが立つまで待つ方法がありますが、作業時間に限りがあるので容易な方を選択するといいと思います）。

一時停止SWでカウントダウンを一時停止

irq1割込み関数内で１秒カウント用ITU0のタイマの停止/動作を押すたびに切り替えができるようプログラミング

再設定SWでカウントダウン途中の値を初期設定
irq2割込み関数内で設定時間を読み込み、再設定できるようにプログラミング

・スタートSWで設定時間から１秒ごとにカウントダウンするか確認する
・一時停止SWでカウントダウン一時停止、もう一度押すことによってカウントダウン再開
・ハードウェア割込みを使って、いつでも一時停止できるようになっているか確認する
・再設定SWで設定時間SWの設定時間に設定できるか確認する
・ハードウェア割込みを使って、カウントダウン中であっても、いつでも再設定が行えるか確認する
・設定時間経過後に、LEDが点滅し、BZが鳴るか確認
・ストップSWでLED点滅、BZ停止の確認
・設定時間SWで1分、3分、5分が設定できるか確認
・設定時間があっているか、ストップウォッチなどで確認
	








